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標準的な解 答 例又は出題意 図
I 

区 分

専門科目 問題1
く出題意図＞

現在においては、 長期的な療養が必要な人は、 退院した後も継続して医療・
保健•福祉・介護のサー ビスを受けながら、 地域で生活していく。 そうした長
期的な予後に向けて、 計画的で早期の「退院支援」 「退院調整」がより重要と
なってきており、 この点に関する知識を問う。

く解答例＞

退院支援 患者が自分の病気や障害を理解し、退院後も継続が必要な医療や看護
を受けながらどこで療養するか、どのような生活を送るかを自己決定するための
支援
退院調整 患者の自己決定を実現するために、 患者・家族の意向を踏まえて環
境・ヒト・モノを社会保障制度や社会資源につなぐなどのマネジメントの過程

(2) 

退院支援は、意思決定のための支援であり、入院が決定された時点から始める
必要がある。具体的には、外来にて入院が計画されたときから、退院支援の対象
であると把握する。また入院後、治療の経過に沿って、退院時の状態を想定して、

退院支援を行う。そして、 退院前に、 退院支援によって設定された目標に向かっ

て、退院後に必要な医療・介護•福祉・保健のサー ビスや療養環境を整えるべく、
退院調整を行う。

問題2
く出題の意図＞
小児に対するインフォームドアセントの問題である。発達段階に応じて伝える内容や
言葉、方法を選択必要がある。小児の発達段階から理解度をアセスメントする能力、
インフォームドアセントの看護実践に必要な能力を問う。

く採点基準と解答例＞

く解答例＞
Aちゃんは、エリクソンの発達段階に基づくと幼児後期にあたる。ピアジェの発達理

論に基づくと、前操作期、ハヴィガーストの発達理論に基づくと、乳幼児期にあたる。
この時期は、自立性が育まれ、見立て遊びやごっこ遊びを通して物事を理解する時期
である。また、自分自身の立場からしか物事を見ることが できない、自己中心性の時
期である。

(2) 

く解答例＞
インフォームドアセントとは、子どもの疾患とその治療法について、保護者に対して

説明し同意を得るだけでなく、子どもの理解度に応じて分かりやすく説明し、納得·同
意を得ることである。

(3) 

く採点基準＞
・処置が必要な理由を患児の発達段階に合わせて伝えている










